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	Acrobat: 
	School Name: 須磨学園高等学校
	Year 1: [1]
	Year 3: [--]
	Year 2: [--]
	Kanji 2: 
	Kana 2: 
	Kanji 1: 中島 纏
	Kana 1: なかしま まとい
	Kanji 3: 
	Kana 3: 
	Title: おともだちと　さいこうですばらしいいちにち
	TT 2: 「キツネさんの　うちへ　いってみよう。にわとりを　かっているから 　いつも　たまごを　もっているんだ。」アライグマくんは　おもいます。

キツネさんは　いっしょうけんめい　がんばっています。
「なにを　しているの？」アライグマくんは　ききます。
「ここから　あめが　はいってくるの。だから　まどを　なおさなきゃいけないんだけど　ぜんぜん　とどかなくって。」キツネさんはいいます。
「じゃあ　アナグマくんのとこに　　いこうよ。なんだって　もってるんだから…
はしごだって　きっと　もってるさ。」アライグマくんは　いいます。
	TT 3: おともだちふたりは　アナグマくんの　おうちにむかって　しゅっぱつします。
「さいこう！　キツネさんと　おさんぽだ。」アライグマくんは　おもいます。

アナグマくんは　ねっしんに　なにか　かんがえています。クロスワードのナゾに　あたまを　なやませて　いるのです。
「はちみつの　こんちゅう。ふたもじ。なんだろうか。」アナグマくんは　きいてみます。
「はちみつといったら　くまさんに　きいてみなくちゃね。おいでよ。くまさんとこへ　いきましょう。」とキツネさんは　いいます。
	TT 4: アライグマくん　キツネさん　アナグマくんは　くまさんの　すみかの　もりに　むかって　のはらを　あるいていきます。

そのとちゅう　ブラックベリーの　　しげみを　みつけます。
「さいこう！　アナグマくんや　アライグマくんと　ピクニックね。」とキツネさんは　おもいます。

くまさんは　おうちに　いません。でもあんしん　からすちゃんは　くまさんの　いばしょを　しっています。
「くまさんは　かわのほうに　おりていったよ。」からすちゃんは　カーカーなきます。　
	TT 5: アライグマくん　キツネさん　アナグマくん　からすちゃんは　かわに　むかって　すすみます。
「さいこう！アライグマくん　キツネさん　からすちゃんと　やまのぼりだ。」アナグマくんは　おもいます。

かわぎしで　くまさんを　みつけます。くまさんは　さかなつりを　しているようです。
	TT 6: くまさんは　おともだちにあえて　おおよろこびです。
「ほんとうに　おどろいた。」くまさんは　おおごえを　あげます。

「なにか　つれた？」とキツネさん。
「いいえ　まだ。」とくまさんは　こたえます。

「なにを　つりたいの？」アナグマくんが　ききます。
「スズキよ。」とくまさん。
「ルアーをつかって　つるの？」とからすちゃんが　ききます。
「ミミズよ。なのに　まだ　つれないの。」とくまさん。
	TT 7: みんなで　しばらく　まちます。
「さいこう！アライグマくん　アナグマくん　キツネさん　くまさんと　さかなつりの　えんそくね。」からすちゃんは　おもいます。
まだ　まちます。ひたすら　まちます。でも　なにも　おこりません。
さかなは　くいついて　いないのです。

「ちがうえさを　つかったら　どうだろう。ブラックベリーとか？」アナグマくんが　ていあんします。
「ばかげてるよ！がまんするだけで　いいんだから。」くまさんが　いいます。
アナグマくんは　つりのことは　なにも　わからないのです。
	TT 8: アナグマくんは　つりのことは　なにも　わかりません。そして　キツネさんは　がまんが　できません。

「わたしが　このてで　とってきてあげるから。すぐに　もどるね！」キツネさんは　キーキーないて　いいます。

キツネさんは　かわに　とびこみます。

	TT 9: でも　がんばっても　キツネさんにも　さかなを　つかまえることが　できません。

そのようすをみた　アライグマくんや　アナグマくん　からすちゃん　そして　くまさんまで　みずに　はいりたくなります。
みずは　とっても　きもちよいのです。

「さいこう！アライグマくん　キツネさん　アナグマくん　からすちゃんと　みずあそびね。」くまさんは　おもいます。
	TT 10: そのあと　みんなで　けがわや　はねを　あたたかい　おひさまの　したで　かわかします。

みんなでいっしょに　いちばんむずかしい　クロスワードを　ときます。

よるが　ちかづくと　ごにんの　おともだちは　おうちに　むかいます。
まだ　やることが　すこし　のこっています。
	TT 11: アナグマくんの　はしごを　かりて…
	TT 12: キツネさんのおうちの　やねを　なおして...

たまごを　もっていきます。
	TT 13: さいごには　みんなで　アライグマくんの　おうちにいって　アップルケーキを　やきます。
ひとつは　キツネさんの　アライグマくん　アナグマくん　からすちゃんに。もうひとつは　くまさんに。
くまは　みんな　おおぐいです。

なんて　すばらしい　よるなのでしょう。
なんて　さいこうで　すばらしい　いちにちなのでしょう！
	TT 1:  アライグマくんが　います。
たいくつして　います。

ひまつぶしに　よく　おもしろい　ほんを　よんだり　ちょっと　うんどうしたり　します。

そうしても　だめなときや　アライグマくんの　きぶんが　どんよりとしているときも　アップルパイを　つくるのです。
そして　いままさに　そうしようと　おもっています。でも　たまごが　れいぞうこに　ありません。　
	Comment 2: 自分が知らない表現について調べ、訳を考えることです。
	Comment 1: 作者の意図をくみとるようにして、それを出来る限り過不足なく表現しようと気をつけました。
	Comment 3: 翻訳するときに国の文化の違いも調べ、もっと世界の文化を知りたいなと思いました。
	Button6: 


